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ご 挨 拶
わが国では弥生時代の稲作の開始によって人口が増加し､平地はどこを掘っても水田比や生活遺物が
検出される地域もでてきた｡
岡山大学埋蔵文化財調査研究センターが発足して以来､文化財保護法の精神に基づいて､岡山大学の
キャンパスにおける建造物の建設に伴う調査を行ってきたが､この地域もその好例であることが明らか
になりつつある｡昨年度の大学院自然科学研究科棟 ･工学部生物応用工学科棟 ･工学部情報工学科棟の
新宮に伴う発掘調査では､縄文後 ･晩期のドングリピットや弥生水田姓をはじめとして貴重な遺構 ･遺
物が出土した｡このような人口集中地域の究明には､当該地域だけでなく､広い地域の調査協力が必要
である｡当センターもその一翼を担っているわけである｡発掘が身近なものになれば､その成果は共有
の財産として広く関心を持たれてよいわけである｡かつて民俗学で柳田国男は共有する文化として常民
文化という言葉を用いた｡このセンター報が専門的発掘成果を多くの人々の話題にのぼらせる広場の役
割を果たせば幸いである｡ (センター長 高重 進)
◇◇◇◇◇田 63房⑯E3掴田Ej齢㊨◇◇◇◇◇
大学院自然科学研究科棟予定地
この発掘調査は理学部 2号館東隣で実施され､そ
の結果､近世の土鳩群､条里の坪境を示すかと思わ
れる近世～近代の溝､弥生時代の水田､縄文時代
後 ･晩期の食料貯蔵穴群などが発見されました｡と
りわけ縄文時代後期の貯蔵穴が平野部の沖積地で見
つかったことは大きな成果といえます｡
本地点では弥生時代以来連綿と水田耕作が行われ
ていたことが推定できます｡弥生時代後半 (およそ
2000-1700年前)の水田上下 2面が比較的良好な形
で残っていました｡どちらも､東西方向のきわめて
緩やかな谷状地形に沿って畦が造られています｡水
田1枚の面積は2-20m2と小規模かつばらつきがあ
ります｡また､弥生時代の遺物 (安山岩の石鍛 ･石
屑､土器など)の出土は南側に集中する傾向をみせ､
調査区の南方にこれらの水田を営んだ人々の集落が
存在することを推測させます｡
縄文時代にはほほ調査区全域が川であったらしく､
東西に走る深い谷状の地形をなしています｡食料貯
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蔵穴1鳩 は榊 南]ヒ両岸斜血で見つかりました｡I+
れらは､当時重要な食料であった ドングリ･トチ等
の木の実を保存する施設で､平均的な大きさは径
120cm､深さ60-100cmです｡摘側の貯蔵穴3基は縄
文時代晩期 (約2500年前)に造られたものですが､
ドングリはほとんど取り出され空に近い状態でした｡
北側の貯蔵穴は､周辺から石鉱や土製耳飾 りなどと
共に多量の縄文時代後期後半の土器が出土しており､
また1号穴の内部に同時期の深鉢形土器が残されて
いたことから､その頃 (約3500年前)に営まれたこ
とがわかります｡北側の穴は､南側に比べ多量の ド
ングリが入っていて､底に′日立を敷いたり､ ドング
リの上を木葉や小枝で覆うといった工夫が認められ､
ドングリを貯えたまま放棄されたような状態を示し
ていました｡最も多義にドングリが貯蔵されてし
･●
2号穴からはドングリに混って木製櫛が｢h上してい
ますOこうした川岸など水気の多い所に設けられた
貯蔵穴については､保存だけでなく､地下水を利用
縄文時代後期 1号貯蔵穴土器出土状態
して ドングリ類のアクを抜く機能も考えられていま
す｡貯蔵穴が掘込まれた層の下､規地表下約4mの
砂利層中から､土製耳飾りなどと共に多品の縄文時
代後期の土器が見つかったことも重要な成米のひと
つです｡なお､この砂利同車および貯蔵穴周辺から
出土した土製耳飾りは､耳栓と呼ばれる櫨類で､こ
工学部情報工学科棟予定地
の時期のものとしては西日本でほとんど例が知られ
ていません｡
このように今回の調査では､剛 い平野における縄
文時代後期以降の歴史を考えるうえで､また､今後
の本学津島構内での埋蔵文化財の保護 ･調査を図る
うえで貴重な資料を得ることができました｡
工学部土木工学科棟西隣で行われた､情報工学科
棟建設に伴う発掘調査では､弥生時代から近世まで
の5面の水田遺構と､縄文時代のピット (小穴)秤
を検出することができました｡特に縄文時代のピッ
ト群は､これまで津島構rJLJ遺跡の低地部で発見され
●
る縄文時代後 ･晩期の貯蔵穴群と､微高地上に
存在したであろう集落との関係を少なからずうかが
うことができ､興味深いものです｡
水田の遺構は時期的に区分すると､近lu∴ 中世､
古代､7世紀前半､弥生時代前半の5面が確認され
ています｡水田遺構は､基本的に畦とそれに伴う満
などの水利施設で構成されます｡特に､水田が各時
代ごとにどのような区画のされかたをするのかとい
う問題は､重要な研究課題のひとつといえます｡今
回の発掘で認められた状況を時代ごとにみてみると､
近世 ･中世の段階では､発掘区の中で南北方向にの
びる畦が数本検出されています｡単純に考えると南
北に長い短冊形の水田を想定することができますが､
実際はその中を束西方向に畦を結合させて､小さく
していた可能性もあります｡事実､舌代の段階
● _ 南北にのびる畦を､さらに乗酉方向に区画し
て方形状の水田を形成していました｡ 7世紀前半の
段階では少し様子が違って､東西南北の十字方向に
畦をめぐらせて水田を形成しています｡水田1枚ご
縄文時代 ピット群
弥生時代前半 水田
との形状は方形を基本としますが､大きさは少しば
らつきが認められます｡以上の状況とまったく異な
るのが弥生時代前半 (約2200年前)の水田です｡こ
の時期の水田は､北丙方向に傾斜す る地形に大きく
制約されて､ほぼ等高線に沿うような形で水田が区
画されています｡水田1枚の面積も大きなばらつき
きがみられます｡
このように､ul:烏地区構内遺跡において､各時代
の水田形態の変遷をつかむことができるわけです｡
さらに今凶の調査で特筆されることは､縄文時代
後 ･晩期 (およそ4000-2500年前)の遺構が検出さ
れたことです｡これらは径20-40cmほどのピット
(小穴)群を中心に構成され､その数は600個以上
にもなります｡これらピット群の中には｢rl形に並ぶ
ものもあり､住居跡を含めて何らかの構築物があっ
炉跡の熟残留磁気測定
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た可能性もあります｡また､これらに伴って炉跡も
認められました｡これは2基が確認されていますが､
いずれも直接地面に穴を掘 り込んで造られた地床炉
です｡そのうち1基は保イ自大態がきわめて良好で､
径35cm､深さ35cmほどに掘 り込まれた炉壁は熱を受
けて赤化 しています｡壁面には炭化木も残存 してい
ました｡この炉に関しては､熱残留磁気の測定を行
い炉の年代決定のためのデータを得ることができま
した.今Lg]の調査では､以上のような成果から､今
後の発掘調査の展望を得ることができたといえます｡
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本学津島構内遺跡からはいままで3種類4
点の縄文時代の装身具がみつかっています｡
後期 (約3500年前)の櫛 ･耳飾 りと晩期 (約
2500年前)の指鮪がそれで､当時の人々の装
いを考えるうえで貴重な資料です｡
櫛は頭の一部と歯のほとんどが欠損 してい
ますが､板状の木材から菌を刻み出して形づ
くり､赤漆を塗って仕上げてあります｡縄文時代
の櫛は髪をすくというよりは髪飾り､髪を留める
道具でした｡耳飾 りは素焼きの土製で中央部がや
やくびれた鼓状の形をしており､耳たぶにあけた
孔に軟め込んで使用したものです｡これも赤 く彩
色されていて､うち1点は赤漆を用いていること
がわかります｡指輪は石製で断面かまぼこ形､つ
まり現代の結婚指輪に酷似 した形ですが､女性の
小指にようやく入るほどの大きさです｡これは全
国でも出土例がほとんど知られていません｡
精巧なつくりの櫛といい漆の使用といい､縄文
人はすぐれた工芸技術を有 しており､現代人が想
像する以上の洗練された美的センスをもっていた
ようです｡
展示会のお知らせ
今秋､岡山大学構内で発掘された土器や石器
を中心に展示会を行います｡大学の地下に眠る
歴史のひとこまを御覧いただく機会を持ちたい
との思いで企画しました｡詳 しい日時は後日お
知らせ します｡御期待下さい｡
表紙写真説明
大学院自然科学研究科棟新営予定地､1号貯蔵穴
には珍 しいことに ドングリの実が入った完形の深鉢
形土器が残されていた｡土器の表面には煤が厚 く付
着 しており､何度も火にかけられていたようだ｡ ド
ングリを調理する際にも使用されたのかもしれない｡
縄文時代後期後半彦崎Kn式｡器高､目線径ともに
33cm｡
